
竜
が
絶
滅
し
た
後
で
も
姿
形
を
変
え
ず
に

ず
っ
と
生
き
延
び
て
き
た
。
日
本
に
も
か

つ
て
は
瀬
戸
内
海
と
北
九
州
に
数
多
く
生

息
し
て
い
た
が
、
現
在
は
限
ら
れ
た
地
域

で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
各
地
で
人

工
繁
殖
の
研
究
や
保
護
活
動
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
5
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
大
潮

に
の
っ
て
浅
瀬
に
来
て
産
卵
す
る
が
、
後

に
米
国
東
海
岸
で
み
た
そ
の
光
景
は
、
実

に
神
秘
的
な
も
の
だ
っ
た
。
Ｌ
Ａ
Ｌ
原
料

と
し
て
の「
カ
ブ
ト
ガ
ニ
」の
捕
獲
は
米
国

だ
け
で
年
間
50
万
匹
程
度
に
達
す
る
が
、

採
血
後
に
海
に
戻
す
こ
と
に
よ
り
、
個
体

数
への
影
響
を
極
力
少
な
く
留
め
て
い
る
。

エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
の
微
量
検
出
は
き
わ
め
て

巧
妙
な
仕
組
み
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い

る
。
ラ
イ
セ
ー
ト（
Ｌ
Ａ
Ｌ
）中
の
Ｃ
因
子

が
、エン
ド
ト
キ
シ
ン
に
よ
り
活
性
化
さ
れ
、

活
性
型
Ｃ
因
子
が
Ｂ
因
子
を
活
性
化
、
最

終
的
に
タ
ン
パ
ク
質
の
凝
固
反
応
が
進
む
。

こ
れ
ら
の
分
子
機
構
は
、
九
州
大
学
理
学

部
の
故
岩
永
貞
昭
名
誉
教
授
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る一
連
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ

た
が
、
高
感
度
化
の
鍵
を
握
る
の
は「
カ
ス

ケ
ー
ド
反
応
」と
呼
ば
れ
る
脅
威
の
増
幅

機
構
だ
っ
た
。
私
た
ち
が
世
界
に
先
駆
け

て
開
発
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
こ
の

存
在
を
ウ
サ
ギ
を
用
い
た
発
熱
性
試
験
に

代
わ
って
、「
カ
ブ
ト
ガ
ニ
」の
血
液
が
鋭
敏

に
検
知
し
て
く
れ
る
の
で
、
製
薬
メ
ー
カ
ー

に
と
っ
て
は
、
大
変
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

「
カ
ブ
ト
ガ
ニ
」血
液
を
利
用
し
た
リ
ム
ル

ス
試
薬（
Ｌ
Ａ
Ｌ
）は
、
医
薬
品
、
注
射
薬

の
製
造
・
品
質
管
理
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、

瞬
く
間
に
、世
界
中
に
広
がっ
た
。し
か
し
、

そ
れ
は
ゲ
ル
形
成
と
い
う
ク
ラ
シ
カ
ル
な
定

性
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
製
薬
業
界

か
ら
、
高
感
度
か
つ
定
量
的
に
測
定
で
き

る
高
精
度
な
方
法
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

た
。
ま
さ
に
社
運
を
か
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
発
足
し
、
国
内
外
の
競
合
に
打
ち
勝

つ
た
め
の
新
規
事
業
の
戦
略
を
練
り
つつ
、

個
性
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
（
チ
ー
ム
）は
そ
の

開
発
を
託
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
下
田

臨
海
実
験
所
で
研
究
さ
れ
て
い
た「
カ
ブ
ト

ガ
ニ
」の
第
一人
者
、
故
関
口
晃
筑
波
大
名

誉
教
授
を
訪
ね
、
実
際
の
姿
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
が
、
そ
の
圧
倒
的
な
存
在
感
は

今
で
も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
ホ
モ

サ
ピ
エン
ス
の
誕
生
は
20
万
年
前
だ
が
、「
カ

ブ
ト
ガ
ニ
」の
最
古
の
化
石
は
4
億
５
０
０

０
万
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
現
在
の「
カ

ブ
ト
ガ
ニ
」の
祖
先
は
中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
の

１
億
年
前
、
そ
の
頃
繁
栄
を
き
わ
め
た
恐

を
案
じ
た
ボ
ス
が
都
内
の
製
薬
企
業（
プ

ロ
ナ
ー
ゼ
の
発
見
者
で
高
名
な
故
野
本
正

雄
、
当
時
生
化
学
工
業（
株
）取
締
役
・

研
究
所
長
が
在
籍
）を
強
く
勧
め
く
だ
さ

り
１
９
７
８
年
に
入
社
、
配
属
先
の
研
究

所
で
ラ
ッ
ト
疾
患
モ
デ
ル
を
用
い
た
医
薬

品
候
補
物
質
の
探
索
研
究
に
追
わ
れ
る

日
々
を
過
ご
し
た
。
あ
る
日
、
諸
々
の
事

情
に
よ
り
プ
ロ
ジェク
ト
の
中
止
が
決
定
さ

れ
、
入
社
後
一
年
か
そ
こ
ら
で
い
き
な
り

企
業
人
な
ら
で
は
の
試
練
を
味
わ
う
こ
と

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
待
ち
受
け

て
い
た
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な

い
不
思
議
な
生
物
、
生
き
た
化
石
と
呼
ば

れ
る
、
な
ん
と
も
奇
妙
な「
カ
ブ
ト
ガ
ニ
」

と
の
出
会
い
で
あ
っ
た（
写
真
）。
１
９
６
０

年
代
に「
カ
ブ
ト
ガ
ニ
」の
血
液
が
細
菌
内

毒
素（
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
）の
存
在
下
で
ゲ
ル

化
す
る
現
象
が
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者（
Ｊ
ａ

ｃ
ｋ 

Ｌｅｖ
ｉｎ
博
士（
写
真
）と
Ｆｒｅ
ｄｅ

ｒ
ｉ
ｋ 

Ｂａｎｇ
博
士
）に
よ
り
報
告
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は
実
に
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ

な
大
発
見
だ
っ
た
。
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
は
極

微
量
で
も
血
液
に
入
る
と
強
力
な
発
熱
作

用
を
も
ち
、
医
薬
品
、
注
射
薬
に
は
混

入
が
許
さ
れ
な
い
パ
イ
ロ
ジ
ェン
と
呼
ば
れ

る
毒
素
で
あ
る
。
微
量
の
パ
イ
ロ
ジ
ェン
の

私
の
原
点

　

私
の
出
身
地
は
山
形
県
で
、
全
国
で
も

有
数
の
豪
雪
地
帯
で
生
ま
れ
育
ち
、
高

校
は
米
沢
、
大
学
は
森
の
都
・
仙
台
と
早

く
か
ら
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
日
々
が
続

い
た
。
そ
の
せ
い
で
、
曲
り
な
り
に
も
自

立
心
が
培
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
大

学
時
代
は
、
素
晴
ら
し
い
先
輩
、
指
導
者

（
育
種
学
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
た
喜
多

村
啓
介
元
北
大
教
授
、「
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ

エ
の
味
覚
受
容
体
遺
伝
子
の
解
明
」で
名

高
い
谷
村
禎一元
九
大
教
授
、「
大
阪
大
発

バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
」ア
ン
ジ
ェス
Ｍ
Ｇ
の
山

田
英
社
長
）に
囲
ま
れ
、
大
豆
タ
ン
パ
ク
質

の
高
次
構
造
と
そ
の
分
解
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研

究
に
た
ず
さ
わ
れ
た
こ
と
は
、
真
理
を
探

求
す
る
楽
し
さ
や
研
究
者
魂
を
学
ぶ
う
え

で
、
幸
運
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
大
学
院（
修
士
）で
は
、
ボ
ス
で

あ
る
教
授（
伊
賀
上
郁
夫
新
潟
大
名
誉
教

授
）の
思
慮
に
富
む
反
対
を
押
し
切
っ
て
、

植
物
の
カ
ル
ス
を
大
量
培
養（
液
体
浸
透
）

し
、
糖
代
謝
の
キ
ー
エ
ン
ザ
イ
ム（
Ｇ
６
Ｐ

Ｄ
、
６
Ｐ
Ｇ
Ｄ
）を
精
製
、
そ
れ
ら
の
分
子

特
性
を
は
じ
め
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
電
気
泳
動
で
酵
素
の
位
置
を

技術イノベーションと多様な人材育成で
バイオ関連事業の推進に貢献する　̶私の歩んだ道̶

特
定
す
る（
活
性
染
色
）た
め
大
量
の
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
か
ら
超
遠
心
で
プ
ロ
ト
プ
ラ
ス
ト

を
調
製
、
そ
こ
か
ら
ジ
ア
ホ
ラ
ー
ゼ（
当
時

は
国
内
外
の
市
販
品
な
し
）を
部
分
精
製

し
て
、
電
気
泳
動
後
の
共
役
反
応（
発
色
）

に
用
い
た
。
大
変
な
手
間
だ
っ
た
が
、
こ

れ
は
本
研
究
に
行
き
つ
く
ま
で
の
助
走
み

た
い
な
も
の
で
、
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
と

思
いつつ
も
、
得
ら
れ
る
も
の
も
多
く
、
そ

の
後
の
成
長
の
糧
に
な
って
い
る
。
当
時
は
、

今
と
違
っ
て
な
ん
で
も
揃
う
と
い
う
時
代

で
は
な
か
っ
た
の
で
、
同
じ
よ
う
な
経
験

を
し
た
者
同
士
が
、
た
ま
に
集
ま
っ
て
そ

の
頃
の
苦
労
話
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
も

あ
る
。
近
年
、
分
子
生
物
学
と
バ
イ
オ
イ

ン
フ
ォマ
テ
ィ
ク
ス
の
進
歩
の
影
に
、一見
泥

臭
い
物
取
り
屋
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、

時
代
の
波
と
は
い
え
危
機
感
を
覚
え
ざ
る

を
得
な
い
。

ア
カ
デ
ミ
ア
修
行
時
代
か
ら

企
業
へ

　

医
学
部
の
博
士
課
程
に
進
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
が
、
当
時
は
大
変
な
就
職
難

で
、
と
く
に
博
士
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は

難
色
を
示
す
企
業
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
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ユ
ニ
ー
ク
な
分
子
機
構
に
合
成
基
質
と
い

う
画
期
的
な
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
さ
ら
に
高
感
度
で
特
異
的
な
次
世

代
型
試
験
法
へ
と
導
き
、
種
々
の
臨
床
応

用
を
可
能
に
し
た
点
に
最
大
の
特
徴
が
あ

る
。事

業
の
発
展
期

　

こ
の
高
感
度
か
つ
簡
便
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、
そ
の
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展

開
を
経
て
、
事
業
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る

原
動
力
と
な
っ
た
。
医
薬
品
の
製
造
や
品

質
管
理
だ
け
で
な
く
標
準
化
や
臨
床
応

用
も
ふ
く
む
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
土
台
を
つ

く
っ
た
と
も
い
え
る
。
製
品
開
発
や
市
場

開
拓
に
取
り
組
む
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
日
々

の
な
か
で
、
学
位（
博
士
号
、
埼
玉
大
学

大
学
院
理
工
学
研
究
科
）を
取
得
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
、
海
外
で
の
活
動
の
幅
も
よ

り
一層
広
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
微
生
物
の
菌

体
成
分（
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
、（
1
↓
3
）-

β-

Ｄ-

グ
ル
カ
ン
）に
お
け
る
迅
速
か
つ
高

感
度
な
検
出
技
術
と
定
量
シ
ス
テ
ム
を
創

生
し
、
無
菌
医
薬
品
の
製
造
・
品
質
管
理

や
敗
血
症
の
早
期
診
断
法
を
確
立
、
創

薬
シ
ー
ズ
の
開
発
も
含
め
数
々
の
特
許
を
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近
郊
の
米
国
現
地
子
会
社
へ
の
技
術
移
転

（
写
真
中
央
が
若
か
り
し
頃
の
筆
者
）を

主
導
し
、
良
き
友
人
で
も
あ
るM

alco
lm
 Finkelm

an 

博
士（
Ａ
Ｃ
Ｃ
社
）と
と

も
に
多
施
設
臨
床
試
験
と
Ｆ
Ｄ
Ａ
認
可
を

強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
海
外
市

場
へ
の
展
開
を
さ
ら
に
推
し
進
め
た
。
こ

の
間
、
国
際
学
会
・
研
究
会
・
展
示
会
で

の
発
表
や
交
流
を
通
じ
て
、
多
く
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
研
究
者
と
出
会
い
、
ま
た
気
の

置
け
な
い
友
人
達
と
有
意
義
な
時
間
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

と
事
業
戦
略
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
の
は

こ
の
上
な
い
喜
び
で
も
あ
っ
た
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
務
所
の
開
設

　

今
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
や
人
脈
を
最

大
限
に
活
か
す
た
め
、
２
０
１
３
年
に
意

を
決
し
て
独
立
し
た
。
魅
力
的
な
バ
イ
オ

関
連
素
材
の
発
掘
や
応
用
技
術
の
創
出
、

技
術
や
品
質
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
・

運
営
、非
常
勤
講
師（
順
天
堂
大
医
学
部
、

東
京
薬
大
薬
学
部
）の
職
務
を
通
じ
た
特

色
あ
る
大
学
教
育
の
支
援
、
民
間
エ
キ
ス

パ
ー
ト
人
材
の
育
成
に
携
わ
る
と
と
も
に
、

学
会
・
研
究
会
の
運
営
委
員
や
海
外
学
術

誌
のreview

er board

な
ど
も
手
掛
け

て
い
る
。
日
本
の
科
学
技
術
の
世
界
的
な

地
位
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
何
か
の
役

に
立
つ
と
い
う
以
前
に
、
何
よ
り
も
純
粋

な
好
奇
心
を
持
ち
続
け
、
真
理
を
探
究

す
る
と
い
う
、
自
然
科
学
の
本
来
の
あ
る

べ
き
姿
を
思
い
起
こ
し
、
何
よ
り
も
基
礎

研
究
を
支
え
て
い
く
体
制
づ
く
り
、
マ
イ

ン
ド
醸
成
、
人
材
発
掘
が
重
要
な
課
題
と

い
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
輝
か

し
い
知
見
の
も
と
で
、
革
新
的
な
新
薬
が

生
み
出
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
そ
の
成

長
は
頭
打
ち
の
状
態
に
あ
り
、
新
た
な
薬

効
や
機
能
性
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
創
出
な
ど

が
注
目
さ
れ
る
。
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生

物
・
微
生
物
の
潜
在
能
力
、
が
ん
・
感
染

症
と
生
体
防
御
の
解
明
、
ゲ
ノ
ム
情
報
解

析
に
は
、
限
り
な
い
魅
力
と
将
来
性
が
あ

り
、
そ
れ
ら
の
も
た
ら
す
新
た
な
応
用
の

可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、必
ず
や
世
界
に
誇
れ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
を
実
現
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
推
進
協
会
の
専
務
理

事
・
事
務
局
長
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

協
会
会
長
、
日
本
細
菌
学
会
産
官
学
連

携
委
員
会
委
員
、
株
式
会
社
プ
ロ
ッ
プ

ジ
ー
ン
の
顧
問
な
ど
を
務
め
る
と
と
も
に
、

２
０
２
１
年
、
ケ
モ
カ
イ
ン
の
発
見
者
と
し

て
世
界
的
に
高
名
な
松
島
綱
治
教
授（
東

京
理
科
大
生
命
医
科
学
研
究
所
、
写
真

中
央（
主
催
す
る
バ
イ
オ
ベ
ン
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム（
２
０
２
１
年
12
月
）に
て
、
講
演
者
と

と
も
に
））の
各
種
シ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
設

立
さ
れ
た
創
薬
系
バ
イ
オ
ベン
チ
ャ
ー
（
株

式
会
社
ケ
モ
カ
イ
ン
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）の
社
外

取
締
役
も
こ
な
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
体
力

と
気
力
の
続
く
限
り
、
優
れ
た
日
本
初
の

研
究
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の
マッ
チ
ン
グ
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
目
利
き
人
材
の
育

成
、
課
題
の
発
見
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
支
援
を
通
し
て
、
社
会
貢
献
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
。

略
歴・論
文・著
書・特
許・講
演
等
：

researchm
ap: 

https://researchm
ap.jp/lpsct2013

O
RC
ID
 ID
: https://orcid.org/0000-0003-

0077-1801

好
き
な
言
葉・座
右
の
銘

Freedom
 to Fail （

失
敗
す
る
自
由
）：

失
敗
の
数
だ
け
成
功
に
近
づ
け
る
。

「
為
せ
ば
成
る
、
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事

も
、
成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な
り
け
り
。」

 

（
上
杉
鷹
山
、
筆
者
の
母
校「
米
沢
興
譲

館
高
校
」の
生
み
の
親
）　

趣
味

　

シ
ュノ
ー
ケ
リ
ン
グ
と
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ

ン
グ
、 

ス
キ
ー
、
テ
ニ
ス
、
ト
レッ
キ
ン
グ
な

ど
、
と
に
か
く
海
と
山
、
自
然
の
な
か
に

浸
っ
た
り
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き

で
、
時
々
嗜
む
ワ
イ
ン
や
音
楽（
生
演
奏
）

と
と
も
に
人
生
の
潤
滑
油
に
な
っ
て
い
る
。

普
段
か
ら
家
族
や
子
ど
も
と
接
す
る
時
間

が
少
な
く
、
そ
の
罪
滅
ぼ
し
も
か
ね
て
、

以
前
は
家
内
を
連
れ
て
、
モ
ル
ジ
ブ
、
モ
ア

ル
ボ
ア
ル
、
ヨ
セ
ミ
テ
、
ア
イ
ガ
ー
、
マ
ウ
ン

ト
レ
ニエ
な
ど
海
外
に
も
度
々
、
足
を
運
ん

だ
。
し
か
し
、
年
々
、
足
腰
・
関
節
の
衰

え
を
感
じ
る
昨
今
は
、
伊
豆
の
川
奈
や
富

戸
で
、
の
ん
び
り
シ
ュノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
か
ら
地
元
の
温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
の
が
定
番
の
コ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　

そ
の
時
、
思
い
が
け
ず
幸
運
な
出
会
い

が
あ
っ
た
り
、
ふ
と
良
い
ア
イ
デ
ア
が
浮
か

ぶ
こ
と
が
あ
り
、
趣
味
や
遊
び
も
決
し
て

お
ろ
そ
か
に
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い

る
。

取
得
し
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
自
治
医

科
大
学
臨
床
検
査
医
学
教
室（
河
合
忠
名

誉
教
授
、
大
林
民
典
元
講
師
）、
東
京
薬

科
大
学
免
疫
学
教
室（
大
野
尚
仁
名
誉
教

授
）、順
天
堂
大
学
生
体
防
御
学
講
座（
長

岡
功
名
誉
教
授
）と
の
産
学
連
携
、
共
同

研
究
の
実
り
多
い
成
果
と
も
い
え
る
。
さ

ら
に
、
す
い
臓
が
ん
の
世
界
的
権
威
、
中

尾
昭
公
院
長（
名
古
屋
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
、

元
名
古
屋
大
学
第
2
外
科
教
授
）、
真
菌

症
領
域
の
第
一
人
者
、Luis O

strosky 

博
士（
テ
キ
サ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
教
授
）な

ど
、
私
た
ち
の
研
究
成
果
を
高
く
評
価
し

て
く
だ
さ
る
大
御
所
の
先
生
方
に
恵
ま
れ

た
こ
と
も
大
き
な
励
み
に
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
無
菌
医
薬
品
や
再
生
医
療
等
製

品
の
製
造
・
品
質
管
理
に
加
え
、
血
液
透

析
液
の
清
浄
化（
高
品
質
な
透
析
医
療
）、

治
療
に
難
渋
す
る
感
染
症
の
早
期
診
断
・

治
療
に
貢
献
す
る
画
期
的
な
方
法
の
開

発
、
さ
ら
に
は
遺
伝
子
組
換
え
に
よ
る
リ

コ
ン
ビ
ナ
ン
ト
試
薬
の
創
出
へ
と
導
き
、
こ

れ
ら
を
武
器
に
、ラ
イ
セ
ン
シ
ン
グ
と
グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
への
魅
力
的
な
展
開
に
つ
な
げ
た

経
験
は
私
に
と
って
大
き
な
財
産
と
な
って

い
る
。
と
く
に
深
在
性
真
菌
感
染
症
の
早

期
診
断
薬
の
開
発
に
お
い
て
、
ボ
ス
ト
ン

ボストンの近郊、Cape Codにある米国法人のラボ
にて。風光明媚で自然豊かなこのエリアは、Woods 
Hole海洋研究所、海洋生物学研究所 （MBL）と、世
界でも有数の海洋研究機関が集まっている。下村脩 
博士 （オワンクラゲから緑色蛍光タンパク質の発見
でノーベル化学賞受賞）も在籍したことがあり、ここは
世界に誇る海洋学のメッカでもある。

写真中央が松島綱治 教授（左がゲノム編集の真下知士教授「東大医科研」、右が感染症創薬の山野佳正シニアフェロー「塩野義株式会社」）

マサチューセッツ
州ケープコッドにあ
る小さくも美しい港
町、ウッズ・ホール 
(Woods Hole)。


